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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

小山地域のまちづくり

　相模総合補給廠の返還と跡地利用を図り、都市機能の集積を進めるなど、周辺都市から人が集まる、魅力
にあふれ利便性の高いまちづくりに取り組みます。
　良好な住環境の整備とコミュニティ活動の充実を図り、誰もが快適でいきいきと暮らすことができる地域
づくりを進めます。

１　相模総合補給廠の返還と跡地利用による新たなまちづくり
○相模総合補給廠の一部返還の早期実現及び全面返還に向け、関係機関への働きかけを継続して行い
ます。
○一部返還後の跡地利用については、多様な都市機能の集積を図るなど、首都圏南西部における魅力ある
広域交流拠点の形成に向けて取り組みます。

２　円滑な交通ネットワークの整備
○小田急多摩線の延伸に向けた取り組みを行うとともに、渋滞箇所の立体交差化を進めるなど、地域活動
を支える安全で快適な道路環境づくりに取り組みます。

３　地域コミュニティ活動の充実と防犯活動の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　
○コミュニティ活動の中心である自治会への加入を促進するなど、地域のまちづくり活動を行う団体を支
援します。
○小山公民館の機能の充実など、地域団体が活動しやすい環境づくりに取り組みます。
○警察や地域団体などと連携を図り、パトロール活動や防犯灯の整備など、地域における防犯活動を支援
します。

４　みどりに囲まれた良質な環境のまちづくり
○公園の適切な整備を進めるとともに、境川沿いの遊歩道などの整備について関係機関と協議・検討し
ます。
○地域と連携し、ごみが散乱していない清潔な住環境の形成に取り組みます。
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緑　

区

中
央
区

南　

区

日　常　生　活　に　お　け　る　課　題

人　口　の　推　移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
（人）

平成12年 平成 17年 平成 22年 平成 26年 平成 31年

推計値実績値

14,034
（75.2％）

3,128
（13.3％）

16,721
（70.8％）

3,753
（15.9％）

2,934
（12.2％）

16,401
（68.4％）

4,653
（19.4％）

2,701
（11.1％）

16,128
（66.1％）

5,551
（22.8％）

2,840
（15.2％）

3,235
（14.1％）

2,921
（12.8％）

16,720
（73.1％）

1,777
（9.5％）

高齢者人口生産年齢人口年少人口

［出典］新しい総合計画策定のための市民アンケート

JR相模原駅駅ビル相模総合補給廠

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
0 5 10 15 20 25 30（％）

小　山
全　市
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

清新地域のまちづくり

　相模原駅周辺の商業機能の充実などにより、生活の利便性やまちの魅力を高めるとともに、良好な景観や
都市環境の形成を進め、質の高い住環境を持つ地域づくりを進めます。
　コミュニティ活動・まちづくり活動の充実を図り、誰もが安心して暮らすことができる地域づくりを進め
ます。

１　生活の利便性の向上と質の高い住環境の創出
○ＪＲ相模線の複線化や運行本数の増加について、関係機関への働きかけを継続して行います。
○地区計画などを活用し、市民との協働による良好な景観と住環境の形成を図ります。
○身近なみどりを保全するとともに、公園の適正な配置、整備の検討を進めるなど、快適な都市環境の形
成を進めます。

２　地域コミュニティ活動の充実
○自治会への加入促進活動や住民どうしの支えあい、助けあい活動を支援するなど、コミュニティや地域
福祉の充実に向けた取り組みを進めます。
○清新公民館の機能の向上を図るなど、コミュニティ活動の充実に向けた環境づくりに取り組みます。

３　安全な道路環境の整備と防犯 ･防災活動の推進
○通学路などの生活に身近な道路や交通安全施設を整備するなど、児童・生徒の交通安全対策や安全な道
路環境の充実に努めます。
○警察や地域団体などとの連携により、パトロール活動を推進するなど、地域における防犯活動や防災活
動を支援します。

４　駅周辺の利便性・快適性の向上
○相模原駅及び南橋本駅周辺の商店街の活性化を促進するなど、日常生活の利便性の向上を図ります。
○相模原駅周辺の商業・業務機能の集積に向けた取り組みを進め、中心市街地としての魅力の向上、にぎ
わいづくりを促進します。
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緑　

区

中
央
区

南　

区

日　常　生　活　に　お　け　る　課　題

人　口　の　推　移

［出典］新しい総合計画策定のための市民アンケート

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
（人）

平成12年 平成 17年 平成 22年 平成 26年 平成 31年

推計値実績値

17,414
（73.3％）

3,464
（14.2％）

17,348
（71.0％）

3,605
（14.8％）

3,174
（12.8％）

17,253
（69.5％）

4,388
（17.7％）

2,828
（11.2％）

17,126
（68.1％）

5,192
（20.6％）

4,106
（15.8％）

2,338
（9.0％）

19,607
（75.3％）

3,655
（15.4％）

2,690
（11.3％）

高齢者人口生産年齢人口年少人口

南橋本駅小山公園ニュースポーツ広場

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
0 5 10 15 20 25 30（％）

清　新
全　市
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

横山地域のまちづくり

　身近なみどりの保全を図るとともに、公共交通の充実などにより生活の利便性を高め、快適で質の高い生
活環境を創出します。
　教育・文化活動の促進と地域住民の多様な交流・連携により、誰もがいきいきと安心して暮らすことがで
きる地域づくりを進めます。

１　みどり豊かな生活空間の創造
○地域の身近な公園については、適切な維持管理により安全性の向上に努めます。
○身近な場所で自然や季節を感じることができる、横山丘陵緑地などのみどり豊かな空間を保全します。

２　公共交通の充実
○通勤や通学、買い物などの日常生活の利便性の向上を図るため、地域との協働により、交通不便地区に
おける生活交通の確保に取り組むとともに、ＪＲ相模線の複線化や（仮称）作の口駅の設置を促進する
など、公共交通の充実を図ります。

３　地域コミュニティ活動の充実
○自治会をはじめ地域のまちづくり活動を行う団体を支援するとともに、まちづくりの担い手相互の連携
を促進するなど、コミュニティ活動の充実を図ります。

４　安全で安心できる暮らしの確保
○誰もが安全で安心して暮らすことができるよう、地域における防犯活動や自主防災組織の強化などの防
災活動を支援します。
○通過交通が多い道路や通学路などでは、交差点改良や拡幅整備などにより、安全で快適な道路環境をつ
くります。

５　生涯学習と文化の振興
○多様化する学習ニーズに対応するため、横山公民館における学びの機会の充実を図ります。
○地域に伝わる「てるて姫伝説」の継承を促進します。
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緑　
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区

南　

区

日　常　生　活　に　お　け　る　課　題

人　口　の　推　移

［出典］新しい総合計画策定のための市民アンケート

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000
（人）

平成12年 平成 17年 平成 22年 平成 26年 平成 31年

推計値実績値

11,159
（73.5％） 9,533

（68.9％）

2,157
（15.5％）

9,060
（64.9％）

2,734
（19.6％）

1,935
（13.9％）

8,802
（63.1％）

3,203
（23.0％）

1,596
（11.5％）

8,670
（62.6％）

3,594
（25.9％）

2,526
（16.6％）

1,507
（9.9％）

2,262
（16.4％）

2,040
（14.7％）

高齢者人口生産年齢人口年少人口

横山地区ふるさとまつり横山地区どんど焼き

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
0 5 10 15 20 25 30（％）

横　山
全　市
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

中央地域のまちづくり

　公共・業務機能が集積する地域として、道路や公共交通のアクセス性の向上と、魅力あるまちなみの形成
を図ります。
　住民相互の交流による防犯・防災活動や生涯学習活動など、地域コミュニティ活動の活性化を支援します。

１　地域の魅力と利便性の向上
○魅力ある景観づくりの検討を行うなど、公共・業務機能が集積する地域にふさわしいまちなみの形成を
進めます。
○道路やバスなど、生活交通の利便性の向上を図ります。
○主要な公共施設の利用状況の情報提供に努めるなど、公共施設の利便性の向上を図ります。

２　安全で安心して暮らせる住環境の形成
○自主防災組織の強化に向けた支援を図るなど、防災対策の充実を進めます。
○建築物の耐震化などにより、災害に強いまちづくりを進めます。
○警察や地域団体などと連携を図り、パトロール活動の推進など、地域における防犯活動や防災活動を支
援します。
○防犯灯の整備促進など安全な歩行環境の充実を図ります。

３　地域コミュニティの活性化
○コミュニティの中心である自治会への加入を促進するなど、地域のまちづくり活動を行う団体を支援し
ます。
○中央公民館の施設や機能の充実を図り、地域住民が活動しやすい環境づくりを進めます。

４　矢部駅周辺の利便性の向上
○矢部駅周辺の利便性の向上を図るため、適切な土地利用を検討するとともに、道路の整備を進めます。

５　子どもの育成支援の推進
○学校教育活動への地域住民の参加機会を充実することにより、学校と地域の連携や世代間の交流を進め
ます。
○保育所や児童クラブの待機児童の解消に向けた取り組みを進めます。
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緑　

区

中
央
区

南　

区

日　常　生　活　に　お　け　る　課　題

人　口　の　推　移

［出典］新しい総合計画策定のための市民アンケート

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000
（人）

平成12年 平成 17年 平成 22年 平成 26年 平成 31年

推計値実績値

26,316
（72.3％）

4,717
（12.7％）

25,833
（69.6％）

6,572
（17.7％）

4,538
（12.1％）

25,145
（67.1％）

7,776
（20.8％）

4,226
（11.2％）

24,642
（65.5％）

8,753
（23.3％）

5,047
（14.7％）

25,384
（73.9％）

3,907
（11.4％）

4,944
（13.6％）

5,144
（14.1％）

高齢者人口生産年齢人口年少人口

相模原市民桜まつり矢部駅南口

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
0 5 10 15 20 25 30（％）

中　央
全　市
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

星が丘地域のまちづくり

　きれいに区画されたまちなみを生かし、安全な道路環境と質の高い住環境を併せ持つ地域づくりを進め
ます。
　地域のつながりを生かしコミュニティ活動の充実を図り、子どもが安心して暮らすことができる地域づく
りを進めます。

１　安全で安心な地域の形成　
○警察や地域団体などと連携を図り、パトロール活動や防犯灯の整備促進など、地域における防犯活動を
支援します。
○自主防災組織の強化に向けた支援、災害時要援護者の把握、避難所での支援体制の充実に努めます。
○狭あい道路や通学路では、交差点改良や拡幅整備などにより安全性の確保に努めます。

２　次世代の育成　
○地域における児童の安全確保の取り組みなどを進めます。
○児童クラブの待機児童の解消に向けた取り組みや、地域で子育て・子育ちを支える環境づくりを進め
ます。

３　安心して暮らせる住環境の形成　　
○高齢者など誰もが快適に過ごすことができるよう、地域との協働による福祉施策の充実を図るなど、安
心して暮らすことができるまちづくりを進めます。
○公園や子どもから高齢者まで多目的に利用できる広場の整備を進めます。

４　未来に輝く地域社会の構築
○皆で担うまちづくりに向け、自治会への加入を促進するなど、まちづくり活動を行う団体の育成や連携
を支援します。
○地域活動の拠点である星が丘公民館の機能の充実を図ります。
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緑　
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南　

区

日　常　生　活　に　お　け　る　課　題

人　口　の　推　移

［出典］新しい総合計画策定のための市民アンケート

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000
（人）

平成12年 平成 17年 平成 22年 平成 26年 平成 31年

推計値実績値

11,976
（72.0％）

12,392
（68.8％）

2,612
（14.3％）

12,044
（65.9％）

3,628
（19.8％）

2,377
（13.0％）

11,744
（64.0％）

4,227
（23.0％）

2,039
（11.1％）

11,640
（63.5％）

4,655
（25.4％）

2,755
（16.6％）

1,897
（11.4％）

2,814
（15.6％）

2,812
（15.6％）

高齢者人口生産年齢人口年少人口

星が丘地区防犯パトロール星が丘小学校児童の登校

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
0 5 10 15 20 25 30（％）

星が丘
全　市
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

光が丘地域のまちづくり

　道路の整備改善や交通利便性の向上を図るなど、誰もが住みやすい地域づくりを進めます。
　世代を超えた住民相互の交流などを図り、コミュニティ活動を充実するとともに、支えあいと学びあいに
満ちた地域づくりを進めます。

１　地域コミュニティの活性化　　　　　　　　　
○自治会をはじめとする地域生活における課題の解決や、地域のまちづくり活動を行う団体を支援すると
ともに、活動の場の充実を図るなど、コミュニティの活性化を進めます。

２　安心して暮らせる住環境の形成　　　
○警察や地域団体などと連携を図り、パトロール活動や防犯灯の整備促進など、地域における防犯活動を
支援します。
○自主防災組織の強化に向けた支援を進めるとともに、災害時要援護者の把握など、高齢者や障害者等の
災害弱者に配慮した防災体制の強化を図ります。
○地域との協働により福祉施策の充実を図るなど、高齢者や障害者をはじめ、誰もが安心して暮らすこと
ができる地域づくりを進めます。

３　歩行環境と生活交通の充実　　　
○歩道のバリアフリー化などによる歩行環境の充実を図るなど、安全で快適な道路環境をつくります。
○地域との協働により、交通不便地区における生活交通の確保に取り組みます。

４　地域と連携した教育・学習の推進　　　　
○地域で子育て・子育ちを支える環境づくりの推進に向け、地域の子どもを支援するネットワークを形成
します。
○学校、家庭、地域がそれぞれ連携するなかで、家庭教育に関する啓発やモラル向上に向けた取り組みを
進めるほか、地域での体験や活動を通じた学習機会の充実を図ります。
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基
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計
画（
地
域
づ
く
り
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緑　

区

中
央
区

南　

区

日　常　生　活　に　お　け　る　課　題

人　口　の　推　移

［出典］新しい総合計画策定のための市民アンケート

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
（人）

平成12年 平成 17年 平成 22年 平成 26年 平成 31年

推計値実績値

21,252
（74.7％） 18,811

（67.9％）

3,497
（12.7％）

16,887
（61.2％）

7,207
（26.1％）

3,147
（11.6％）

15,679
（57.6％）

8,414
（30.9％）

2,713
（10.2％）

14,782
（55.8％）

9,009
（34.0％）

3,862
（13.6％）

3,323
（11.7％）

3,750
（13.5％）

5,160
（18.6％）

高齢者人口生産年齢人口年少人口

光が丘地区ふるさとまつり光が丘公民館まつり

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
0 10 20 30 40 50（％）

光が丘
全　市
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

大野北地域のまちづくり

　駅周辺の公共施設や公園、商店街、大学など既存の特色ある施設等を生かし、活力とにぎわいのあるまち
づくりを進めます。
　生活道路や防犯・防災上の環境などの整備を進めるとともに、自然にふれあう環境づくりに取り組むなど、
安心と潤いのあるまちづくりを進めます。

１　淵野辺駅周辺の活性化
○淵野辺駅周辺を活性化するため、公共施設や公園などの集約化・再整備を検討するとともに、魅力ある
商業地形成を図ります。

２　矢部駅周辺のまちづくり
○相模総合補給廠の一部返還を踏まえ、矢部駅周辺の利便性の向上を図るため、適切な土地利用について
検討を進めます。

３　特色を生かした地域の形成
○大学や商店街、地域住民などが連携して様々な取り組みに参加できるような仕組みづくりを進め、まち
づくりの担い手どうしの連携を支援します。
○多様化する学習ニーズに対応するため、生涯学習施設の機能の充実や学習機会の充実を図ります。
○さがみはら国際交流ラウンジの機能を充実し、国際理解や交流を促進します。

４　安心して暮らせる地域の形成
○狭あい道路や通過交通が多い道路では、拡幅や歩道の整備により、安全性や利便性の確保を図ります。
○警察や地域団体などと連携を図り、防犯灯の整備促進など、地域における防犯活動を支援します。

５　自然に親しめる地域の形成
○境川が住民に親しまれる憩いの場となるよう、遊歩道などの整備について関係機関と協議・検討を進め
ます。
○公園や子どもから高齢者まで多目的に利用できる広場の整備を進めます。
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基
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緑　

区

中
央
区

南　

区

日　常　生　活　に　お　け　る　課　題

人　口　の　推　移

［出典］新しい総合計画策定のための市民アンケート

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000
（人）

平成12年 平成 17年 平成 22年 平成 26年 平成 31年

推計値実績値

39,572
（74.4％）

41,079
（72.7％）

7,964
（13.6％）

40,997
（70.2％）

9,425
（16.1％）

7,400
（12.4％）

40,724
（68.3％）

11,471
（19.2％）

6,831
（11.3％）

40,782
（67.2％）

13,099
（21.6％）

8,353
（15.7％）

8,450
（15.0％）

6,968
（12.3％）

5,274
（9.9％）

高齢者人口生産年齢人口年少人口

淵野辺駅北口駅前広場鹿沼公園

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
0 5 10 15 20 25 30（％）

大野北
全　市
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

田名地域のまちづくり

　公共交通の充実など交通利便性の向上を図るとともに、相模川の豊かな自然環境の保全・活用による魅力
づくりを図るなど、生活の利便性とにぎわいがある地域づくりを進めます。
　伝統や文化、地域で行われるイベントを生かし、地域内外の交流を進めるほか、地域団体の連携を深める
など、人の輪が広がる地域づくりを進めます。

１　公共交通と道路環境の充実
○小田急多摩線の延伸に向けた取り組みを進めるとともに、バスターミナルの整備などにより、バス交
通の利便性の向上を図るほか、地域との協働により、交通不便地区における生活交通の確保に取り組
みます。
○道路の交差点改良や拡幅整備などにより、安全性や利便性の確保に努めます。

２　高齢者の生きがいづくり
○高齢者の生きがいにつながるよう、高齢者の技能・知識・経験を地域で生かす取り組みを進めます。

３　安全で安心な地域の形成
○警察や地域団体などと連携を図り、パトロール活動を推進するなど、地域における防犯活動を支援する
とともに、自主防災組織の強化を促進します。
○自治会をはじめ地域のまちづくり活動を行う団体やまちづくりの担い手相互の連携を支援します。

４　多様な地域資源の活用
○相模川などの多様な観光資源の魅力と特性を生かし、観光を振興するとともに、農とふれあう場や機会
の創出を図ります。
○泳げ鯉のぼり相模川や相模原納涼花火大会など地域における伝統文化や行事などの保存や継承を促進
します。

５　豊かな心と身体をはぐくむ教育と文化の推進
○子どもたちが地域における伝統文化や行事に親しみ、学習する機会の充実を図るなど、青少年の健全育
成に努めます。
○放課後の子どもたちの安全な居場所づくりに向けた取り組みや、学校教育活動への地域住民の参加機会
の充実を図ります。
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基
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づ
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）

緑　

区

中
央
区

南　

区

日　常　生　活　に　お　け　る　課　題

人　口　の　推　移

［出典］新しい総合計画策定のための市民アンケート

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
（人）

平成12年 平成 17年 平成 22年 平成 26年 平成 31年

推計値実績値

20,062
（72.8％）

20,439
（70.0％）

4,481
（14.9％）

20,013
（66.5％）

5,586
（18.6％）

4,057
（13.3％）

19,548
（64.1％）

6,894
（22.6％）

3,525
（11.4％）

19,180
（62.2％）

8,114
（26.3％）

4,683
（17.0％）

2,824
（10.2％）

4,801
（16.4％）

3,972
（13.6％）

高齢者人口生産年齢人口年少人口

泳げ鯉のぼり相模川相模原納涼花火大会

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
0 10 20 30 40 50 60 70（％）

田　名
全　市
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地　域　づ　く　り　の　基　本　方　針

上溝地域のまちづくり

　駅や公共交通の利便性向上や商店街の活性化を図るとともに、緑地や河川、公園、農地などの自然環境を
守り、にぎわいと潤いある地域づくりを進めます。
　地域の伝統文化の継承や次世代の育成などにより、地域の活性化を図るとともに、防犯・防災対策を含め
たコミュニティ活動の充実を図るなど、誰もが安心して暮らすことができるまちづくりを進めます。

１　交通利便性の向上
○ＪＲ相模線の複線化や小田急多摩線の延伸を促進するとともに、誰もが利用しやすいバス交通の充実に
ついて検討します。
○県道54号（相模原愛川）などの渋滞緩和に取り組むとともに、通過交通の多い道路では、拡幅整備や
交差点改良などにより、安全で快適な道路環境をつくります。

２　商店街とコミュニティの活性化
○上溝の夏祭りなど地域における伝統文化や行事などの保存や継承を促進します。
○自治会など地域のまちづくり活動を行う団体を支援します。
○商店街の活性化を図り、商店街が地域の一員として実施する高齢者や子育て世代への支援など、地域課
題を解決するための取り組みを支援します。

３　人にやさしい自然・環境の保全
○公園や子どもから高齢者まで多目的に利用できる広場の整備を進めます。
○鳩川や姥川など潤いのある水辺環境の保全・創出に取り組みます。
○都市における貴重な緑地空間である農地の保全と活用に向けた取り組みを行うとともに、安全で安心な
地場農産物が地域住民に提供できるような環境の整備を進めます。

４　安全で安心な地域の形成
○警察や地域団体などと連携を図り、防犯灯の整備促進など、地域における防犯活動を支援します。
○災害時要援護者の把握、避難所での支援体制の充実に努めます。

５　次世代の育成　
○子どもたちが安心して学べるよう、教育環境の充実を図ります。
○放課後の子どもたちの安全な居場所づくりに向けた取り組みを推進するとともに、地域で子育て・子育
ちを支える取り組みを進めます。
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緑　

区

中
央
区

南　

区

日　常　生　活　に　お　け　る　課　題

人　口　の　推　移

［出典］新しい総合計画策定のための市民アンケート

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
（人）

平成12年 平成 17年 平成 22年 平成 26年 平成 31年

推計値実績値

22,185
（73.0％）

21,998
（69.7％）

4,540
（14.1％）

21,379
（66.6％）

6,200
（19.3％）

4,079
（12.6％）

20,624
（63.9％）

7,561
（23.4％）

3,633
（11.3％）

19,916
（61.8％）

8,666
（26.9％）

5,057
（16.6％）

3,169
（10.4％）

4,967
（15.7％）

4,579
（14.5％）

高齢者人口生産年齢人口年少人口

上溝駅上溝夏祭り

交通の便が悪い

福祉や医療サービスが不十分

人と人のつながりが薄い

防犯対策が不十分

買い物が不便

娯楽、レジャー施設が少ない

市民の声が行政に取り入れられていない

自然が少ない

働く場が少ない

文化施設が少ない

市などの情報が伝わりにくい

居住環境が悪い

防災対策が不十分

教育機関が少ない

伝統が大切にされていない

その他

無回答
0 10 20 30 40 50（％）

上　溝
全　市
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